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化学実験 細見　昭

Experiments in Chemistry 　
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第5実験実習室 実験

非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２５Aカリ

【2025年度以降カリキュラム対象】3．【情報分析・発信力】 基本的な化学系の実験器具を適切に取り扱うことができるよう
論理的な思考力のもと，多様な情報を収集・分析・活用できる になる。
とともに，効果的に伝えることができる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 化学実験を行う上で必要な基礎知識や理論，および実験操作の基本を基礎的な化学実験を通じて習得す
る。また，化学実験を安全に行うための方法と知識を学ぶ。主に中和滴定実験を行い，容量分析を通じ
，標準液の調製，重量測定など化学分析を行うために必要な諸事項を熟知し，主要器具・機器の取り扱
い法と基本操作を身につける。

(5)授業計画 2026年9月17、18、19日に実施

第１回：実験に関する諸注意，化学実験の安全性，化学薬品の取り扱い
第２回：実験ノートの書き方，実験データの取り扱い（コンピュータを用いる），実験講義（中和滴定
の原理）
第３回：実験器具の洗浄
第４回：実験（１）0.1 mol/L 水酸化ナトリウム標準溶液の調製と標定，天秤操作
第５回：実験（２）市販食酢中の酸の定量
第７回：実験（３）水酸化ナトリウムと炭酸ナトリウムの分別定量
第８回：実験結果のまとめ（コンピュータ活用を含む），片付け，授業アンケート
定期試験：レポートを課す。

(6)自主学習の指
針

実験の原理、操作の意味をしっかり理解して下さい。また、未来の教師として、知識および技術を正し
く他人に伝えるということを想定しながら取り組んで下さい。

(7)成績評価の基
準

i) 化学実験を行う上で必要な基礎知識や理論および実験操作の基本を習得している、ii) 化学実験を安
全に行うための方法と知識を身につけている、iii) 主要器具・機器の取扱いの基本操作ができる、iv) 
生徒を指導するという観点で化学実験を考えられる、v) 生徒を指導するという観点で化学実験を組むこ
とができる。

i)～v)について５項目を満たし、実験レポート内容が教員を感心させるレベルであれば「卓越している
」、５項目を満たしていれば「かなり上にある」、４項目を満たしていれば「やや上にある」、３項目
を満たしていれば「水準にある」。

(8)事前事後学習
の内容

「安全の手引き（信州大学農学部）」、参考書「化学実験安全セーフティガイド」を事前に読んでくだ
さい。レポート作成を通して、復習を行ってください。

(9)テストやレポ
ートの予定

レポートの提出を求めます。

(10)成績評価の方
法

①全時間出席することと，②レポートの期限内提出を単位認定の前提とする。
実習の取り組み姿勢，技術の修得程度，レポート内容を総合的に判断し，授業到達目標の達成度を評価
する。達成度６０％以上を合格とし，単位認定する。
理想的な達成度を１００％とし，レポート内容に応じて，合計得点が９０点以上を秀、８０点以上を優
，７０－７９点を良，６０－６９点を可，５９点以下を不可とする。

(11)質問、相談へ
の対応および連
絡先

実験中に質問して下さい。実験外の時間であれば、E-mailでお問い合わせ下さい。

(12)履修上の注意 教職科目：理科
卒業に必要な単位に含まれません。

特定化学物質取扱いの安全講習を事前に受け、試験に合格していることが必要です。
白衣または実習着、安全メガネ（安全ゴーグル）、電卓を準備してください。
安全の手引きにある服装等の規定に留意することが求められます。

【教科書】 担当教員が作成した実験書を使用する。

【参考書】 化学実験セーフティガイド（日本化学会編，化学同人）
実験を安全に行うために（化学同人編集部編，化学同人）


